
福島県 玉川村 塩澤 大地

【年 齢】
22歳

【出身地】
福島県郡山市

【転出元】
東京都町田市

【前 職】
学生

【活動時期】
R6.4～

地元で何か役に立ちたいと漠然と考えている中、講義で
「地域おこし協力隊」という制度があることを知りました。
農学部であり、自然環境や農業に関心があった私は、地元
の豊かな自然環境を子供をはじめとして様々な方に体験し
てもらいたいと思い、グリーンツーリズムのさらなる推進
を提案し、入隊しました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人））t.okoshi.Shiozawa@gmail.com
（電話番号（職場） ）0247-57-2104

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
Instagram

1年目では農業体験の基盤を作るため、自ら実際に1年を通
して作物栽培と農業体験の受け入れを行いました。
今後空き家を利用できる目処が立っているため、そこを自
然体験施設とし、大学の実習地や自然体験スクールの開校
を目指しています。
任期後もそこを拠点とし、生業としていきたいと思ってい
ます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

活動内容が
分かる写真など

●村内施設の圃場管理
今年度の活動のメインは村内施設“森の駅yodge”の圃
場管理でした。ここではコンテンツの一つとして農
業体験があり、そのための圃場管理を行いました。
夏はトマトやオクラ、ナス等を栽培し、yodgeのレ
ストランで提供されました。

活動内容が
分かる写真など

●農業体験実施
外部で関東から希望者をアテンドする企業と連携し、
農業体験を実施しました。季節に合わせた野菜の定
植や収穫、稲刈り体験を行い、参加者を楽しませる
ことができました。また、農業体験イベントを企画
し、失敗もありましたが大学生に参加してもらうこ
とができました。

活動内容が
分かる写真など

●村内イベントでのワークショップ出店
生態系サービスを利用することも自然体験の1つと考
え、剪定枝を用いて工作をするワークショップをイ
ベントの際に出店しました。客数が少なかったため、
これについては工作イベントとして企画するほうが
効果的であると感じました。

隊員本人の顔が
分かる写真

農業・林業
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